
  
 

 
 

 

行政文書の管理の状況について（経過報告） 

 
令和２年１月１５日 
原 子 力 規 制 庁 

 
第４４回原子力規制委員会（令和元年１１月２７日）において行政文書の管理の状況に

ついて報告を行った後の進捗について報告する。 
 
１． 前回の報告（概要） 

今後の予定として 
①  旧組織から引き継いだリストに記録されているが、対応する現物の存在が確認され

ていない行政文書ファイル約９,１００件の精査 
②  公表済みの行政文書ファイル約９万５,５００件のうち保管場所を控えていなかった

もの約９,３００件の保管場所の再確認 
を行うこととした。 

 
２．進捗状況 
（１）精査の結果（上記①約９,１００件への対応） 

現物の存在を確認できたもの及び記録の誤りと確認できたものが、約１,８００件あ

った。残り約７,３００件について、引き続き精査を行う。 
 
※ 約９,１００件は文書管理システム上の登録データであり、昨年９月時点で対応する現物の存

在を確認できなかったため、前回報告時にはその全てを旧組織から引き継いだ可能性があり精

査を要するものとしていた。本精査により、規制委員会発足後に作成された文書の登録データが

約１，９００件含まれていたと判明したため対応する現物との確認作業を進め、現在未確認の登

録データは約５００件になっている。 
 

（２）保管場所再確認の結果（上記②約９,３００件への対応） 
  保管場所を確認できたものが、約７,２００件あった。残り約２,１００件について、

引き続き保管場所の再確認を行う。 

資料５ 



文書管理適正化チームの成果

約１１万３００件

令和元年度（９月まで）確認
約１万４，８００件

平成３０年度までに確認・公表

約９万５，５００件

旧組織から引き継ぎ

約１０万１，０００件

規制委員会発足後
に作成

約２万７，４００件

約９，３００件

参考

※本年度末の公表を予定

e-Gov公表行政文書ファイル（公表予定も含む）
（現物との対応を確認した行政文書ファイルの数）

e-Gov公表前の行政文書ファイル
（文書管理システム上の登録データの数）

（内数）
引き続き精査
約７，２００件

（内数）
保管場所再確認

約２，１００件

（内数）
廃棄等

約８，８００件

（内数）
廃棄等
約２００件

e-Gov公表作業
済み

現物との対応が未確認だったため、旧組織から
引き継いだ可能性があり精査を要するとしたもの

計 約９，１００件

（内数）
引き続き精査
約１，９００件

約７，３００件

内閣府に協議の上、
廃棄又は国立公文書館に移管

計 約９，０００件

約６，８００件 約５００件


